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～海外生活の基礎からコツ、現地の情報教えます！～

レポート第４回

＜田舎暮らしとロングステイ＞

＜シルバー・コロンビア計画＞

　第1回から第3回までのMakison

レポートでは、日本の現状や抱

えている問題点を取り上げまし

た。その多くの問題を解決する

ために必要なことと、海外へ目

を向けるメリットなどをご紹介

しました。時代の変化と共に日

本人のライフスタイルにも少し

ずつですが、変化して来まし

た。それは、今住んでいる地域

以外や海外に目を向けている

方々です。

　今、多くのメディアで取り上げ

られている、田舎暮らしやロング

ステイがその代表的な新しいライ

フスタイルだと思います。

　そして、そのセカンドライフ

を本当に有意義に過ごすため

に、第4回のMakiaonレポートで

は、田舎暮らしとロングステイ

の大きな違いについて、過去の

例を挙げながらお伝え致しま

す。

　けれども、忘れてはいけない

ことは生活費が多少、少なく抑

えることができたからと言って

も生活している場所は同じ日本

国内なのです。政府が増税を発

表し、税金が増加し続けていけ

ばメリットは減少していくで

しょう。そして、インフレによ

り年々日本の物価は上昇してい

ます。

　つまり、海外での生活のよう

に劇的に生活費が安くなるとい

う所までは考えにくいと思いま

す。

　日本国内に留まらず海外での

生活に目を向けている人もいま

す。それがロングステイです。

ロングステイは「生活源泉を日

本に置きながら海外の気に入っ

た地域に比較的長く（２週間以

上）滞在し、その地域での生活

を通して文化や生活に触れ、現

地社会に貢献を通じて国際親善

に寄与する海外滞在型余暇」を

総称し、従来の観光やショッピ

ングを目的とした旅行とは異な

るライフスタイルです。

　ロングステイのように海外で

生活をするという動きは今に始

まったことではありません。

実は、バブルの時代にシル

バー・コロンビア計画と呼ばれ

る官の主導による海外移住計画

がありました。ただ、この計画

は失敗に終わりました...

なぜ、計画が失敗に終わったか

の前にシルバー・コロンビア計

画とは何かをお伝えします。

　シルバー・コロンビア計画と

は民間ではなく、官の主導で

1986年に通商産業省のサービス

産業室が提唱した、リタイア層

の第二の人生を海外で送るプロ

グラムを指しています。正式名

称は「シルバー・コロンビア計

画92"－豊かな第二の人生を海外

で過ごすための海外移住支援事

業」。92が付いているのは、目

標年次を1992年としていたため

です。結局、この計画は構想レ

ベルに終わりましたが。名称の

「コロンビア」の由来は、かの

冒険家であるクリストファー・

コロンブスがアメリカ大陸を発

見した1492年から500年後の1992

年までにシルバー世代の新天地

を海外に築こうという意味を込

めたものです。

　当時、定年退職後をスペイ

ン、オーストラリア、ニュー

ジーランドなどの国々へ移住し

たいと考える人がいました。日

本に比べて、住宅事情、物価水

準、気候などの面でリタイア層

が暮らしやすい環境にあり、

「海外で豊かな余生」を過ごせ

るからと注目を集めました。

ちょうど、1990年前後というの

は急速に円高が進んだ時代でも

あり、「円高メリット」を活か

　田舎暮らしとは都市部で働か

れていた方が自然がたくさんあ

り、物価が比較的安く、生活費

が少なくて済む田舎で暮らすこ

とを指します。

　ある田舎暮らしのガイドブッ

クでは年間支出を１５０万円以

下で生活出来なければ田舎暮ら

しとは言い難いと書いてありま

した。しかし、現実には多少物

価の安い田舎でも、同じ日本国

内では野菜や米などを自給自足

でもしない限り、生活費が１５

０万円以下になることは難しい

そうです。
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